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「 伊 丹 市 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 宣 言 」 を 行 う こ と に つ い て

別 記 の と お り 「 伊 丹 市 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 宣 言 」 を 行 う 。

令 和 ５ 年 ２ 月 ２ ０ 日 提 出

伊 丹 市 長 藤 原 保 幸

理 由

２ ０ ５ ０ 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に 向 け た 取 組 が 推 進 さ れ

て い る 中 ， 本 市 に お い て も ， 市 全 体 で 地 球 温 暖 化 対 策 の 問 題 意 識 を

共 有 す る と と も に ， そ の 対 策 に 取 り 組 む 必 要 が あ る た め 。

議３８



伊 丹 市 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 宣 言

近 年 ， 気 候 変 動 に よ る 異 常 気 象 が 世 界 各 地 で 発 生 し ， 人 間 社 会 や

自 然 環 境 に 深 刻 な 影 響 を 与 え て い ま す 。 気 候 変 動 問 題 は ， 国 際 社 会

が 一 体 と な っ て 直 ち に 取 り 組 む べ き 重 要 な 課 題 で す 。

２ ０ １ ５ 年 に 採 択 さ れ た パ リ 協 定 は ， 世 界 全 体 の 平 均 気 温 の 上 昇

を 産 業 革 命 以 前 に 比 べ て ２ ℃ よ り 十 分 低 く 保 ち ， １ ． ５ ℃ に 抑 え る

努 力 を 追 求 す る こ と を 世 界 共 通 の 目 標 に 掲 げ ま し た 。 こ れ を 実 現 す

る た め に は ， ２ ０ ５ ０ 年 頃 の 二 酸 化 炭 素 排 出 量 を 実 質 ゼ ロ に し な け

れ ば な り ま せ ん 。

伊 丹 市 は ， 大 都 市 圏 に あ っ て 自 然 と 身 近 に 触 れ 合 え る 生 活 環 境 の

豊 か さ ， そ し て 歴 史 と 文 化 の 薫 り あ ふ れ る 街 並 み な ど ， 多 く の 魅 力

を 兼 ね 備 え て い ま す 。 こ う し た ， 先 人 が 守 り 築 き 上 げ て き た も の を

未 来 へ 繋 ぐ た め に は ， 伊 丹 市 全 体 で 気 候 変 動 に 対 す る 問 題 意 識 を 共

有 し ， 対 策 に 取 り 組 む こ と が 重 要 で す 。 一 方 で ， 都 市 型 の 地 域 特 性

を 持 つ 本 市 に と っ て ， 二 酸 化 炭 素 排 出 量 を 実 質 ゼ ロ に す る こ と は ，

大 き な 挑 戦 と な り ま す 。

こ こ に 伊 丹 市 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ を 宣 言 し ， 二 酸 化 炭 素 排 出 削 減

の た め に ， 市 自 ら が 最 大 限 取 り 組 む と と も に ， 市 民 や 事 業 者 と 一 体

と な っ て ， ２ ０ ５ ０ 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 を 目 指 し ま す 。

令 和 ５ 年 ３ 月 ２ ４ 日

伊 丹 市
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